
「
第
三
回
　
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

〜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
〜
」

論
文
募
集
中
！

▼
日
本
銀
行
で
は
、
今
年
度
も
、
大
学
生
の
皆

さ
ん
を
主
な
対
象
と
す
る
金
融
経
済
分
野
の
小

論
文
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
三
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
〜
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
の
提
言
〜
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
わ
が
国
金
融
・
経
済

の
課
題
と
明
日
へ
の
処
方
箋
」
で
す
。
書
類
審

査
に
よ
る
予
選
、
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
審
査
員
と
の
質
疑
応
答
に
よ
る
決
勝
に
よ

り
、
入
賞
チ
ー
ム
を
決
定
し
ま
す
。

応
募
の
締
め
切
り
は
二
〇
〇
七
年
九
月
二
十

八
日
で
す
。
詳
し
く
は
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。w
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若
い
皆
さ
ん
の
意
欲
あ
ふ
れ
る
問
題
提
起
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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■インタビュー「扉を開く」シリーズ第２回

目は、登山家で医学博士の今井通子先生にお

話を伺いました。人間も動物の一種。生き残

るための成長過程は、実にシステマチックに

無駄なくできており、それを親の都合や誤っ

た知識でゆがめてしまったら、子供がバラン

ス良く育つはずがないとの明快なご指摘。納

得された方も多いのではないでしょうか。人

間も自然界の中の一部に過ぎないという謙虚

な姿勢で、自然から学ぶ。環境問題も含め、

今こそ真剣に考えていかねばならないことな

のではないでしょうか。

折しも、今回「対談」にご登場いただいた

藤原校長先生は、「情報編集力」の重要性を

説かれておられますが、今井先生も自然の中

で生きていくためのポイントとして、同様の

ことをおっしゃられています。現場を知り尽

くし、それぞれの道を極められたお二人のご

意見、印象深く残りました。（ＡＵ）
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旧小樽支店金融資料館等でお配りしています。個人

の方の定期購読、郵送はお取り扱いしておりません

のでご了承ください。なお、既刊号全文をPDFファ
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「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会
」
の

ご
案
内

▼
日
本
銀
行
で
は
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
夏
休
み
親
子
見
学
会
」
を
今
年
も
開
催
す

る
予
定
で
す
。

「
日
銀
に
行
っ
て
み
た
い
！
」「
日
銀
っ
て

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」
と
い
う
お
子
さ

ま
の
好
奇
心
に
お
応
え
し
ま
す
。
昨
年
は
、

本
店
内
の
見
学
や
親
子
ク
イ
ズ
大
会
、
お
札

の
数
え
方
な
ど
の
体
験
学
習
に
加
え
、「
夏

休
み
自
由
研
究
」
に
も
役
立
つ
よ
う
、「
に

ち
ぎ
ん
レ
ポ
ー
ト
」
を
作
成
し
て
頂
く
時
間

を
設
け
ま
し
た
。

参
加
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
方
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

見
学
担
当
　
〇
三-

三
二
七
七-

二
八
一
五

第２回日銀グランプリ決勝の模様

１億円模擬パック体験 旧館地下金庫見学


